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週別腸管出血性大腸菌感染症報告数週別腸管出血性大腸菌感染症報告数
2007～2012年



週別腸管出血性大腸菌感染症累積報告数週別腸管出血性大腸菌感染症累積報告数－１
2007～2012年
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週別腸管出血性大腸菌感染症累積報告数 －２週別腸管出血性大腸菌感染症累積報告数 ２

（有症状者のみ） 2007～2012年
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週別腸管出血性大腸菌感染症累積報告数－３週別腸管出血性大腸菌感染症累積報告数 ３
（O157有症状者のみ） 2007～2012年
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週別腸管出血性大腸菌感染症報告数
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週別・血清群別腸管出血性大腸菌報告数・累積報告数

― 総数

週別 清群別腸管出 性大腸菌報告数 累積報告数
（有症状者のみ、集団発生除く）(2007-12年)

総数
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週別・血清群別腸管出血性大腸菌感染症報告数・累積報告数週別・血清群別腸管出血性大腸菌感染症報告数・累積報告数
（有症状者のみ、集団発生除く）(2007-12年) 生肉または生レバーの記載あり
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年別・年齢群別腸管出血性大腸菌O157感染症報告数

50

年別・年齢群別腸管出血性大腸菌O157感染症報告数
（有症状者のみ、集団発生除く）(2007-12年) 生肉または生レバーの記載あり

40

45

30

35
2007年

2008年

2009年

報
告
数

15

20

25 2009年

2010年

2011年

年

（人
）

5

10

15 2012年

0

5

0-
4

5-
9

0-
14

5-
19

0-
24

5-
29

0-
34

5-
39

0-
44

5-
49

0-
54

5-
59

0-
64

5-
69

0-
74

5-
79

0-
84

5-
89

0-
94

5-
99 10

4

10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95
10

0-

年齢群



生肉の規格基準・生レバー禁止

• 生か半生の牛肉 （PAR%16.9%）• 生か半生の牛肉 （PAR%16.9%） • 生か半生の牛肉 （PAR%計算不能）• 生か半生の牛肉 （PAR%計算不能）

前(2010年)と後(2012年)のリスク比較
半 （ ）

OR=13.3, 95%CI:4.4-39.8
• 牛生レバー （PAR%30.3%）
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症例：53
対照：221

症例：63
対照：257

介入前後での比較
「食中毒調査の精度向上のための手法等に関する調査研究」（研究代表者：岡部信彦[平成22年度]、砂川富正[平成24年度] 研究分担者：八幡裕一郎）



ままとめ
O157を原因とする腸管出血性大腸菌感染症の• O157を原因とする腸管出血性大腸菌感染症の
患者（有症状者）報告数は、2011-12年において
減少した減少した。

• 集団発生を除いた検討においても同様であり、
特に10歳未満 20代前半の減少が大きか た特に10歳未満、20代前半の減少が大きかった。

• さらに、生肉・生レバー喫食の記載がある報告
お る減少 著 あ たにおける減少は顕著であった。

• 同様に、2012年の生肉・生レバー喫食による
O157感染のリスクを2010年と比較すると、著し
い減少が認められた。




